
サラ金・医療・介護・年金・税金・教育・子育て・ホームレ
ス支援・生活保護・地域の要求。お気軽に何でもどうぞ！
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　柏市の新年度の一般会計予算規模は、
前年度比で2.4％増の1415億円です。

〈おもな新規事業〉
●JR柏駅、北柏駅、南柏駅のホーム
ドア設置に４億2000万円
●こどもルームの整備に約５億円（柏
の葉小、柏七小、（仮称）柏北部東
地区新設小）
●私立認可保育所等の整備に約15億
５千万円（認可保育園と認定こども
園を７園）
●児童相談所設置のための調査事業に
1670万円
●学校校舎・教室不足対策に約45億
円（柏の葉小、田中小、柏三小、（仮
称）柏北部東地区新設校）
●福祉の相談窓口設置に約2400万円
●公共交通空白不便地域の解消に向け
た対策に約1200万円
　最大の緊急課題である新型コロナウ
イルス関連の予算は、ワクチン予防接
種を除けばわずか3億6000万円です。
　1面で報告しているように、日本共
産党は新型コロナ対策を中心にした予
算の組み替え提案を超党派で行うとと
もに、共産党独自にも市への緊急要望
を繰り返し行っています。
　市民のいのち・暮らし・営業を守る
ための補正予算の実現に向け、さらに
頑張ります。

柏市の新年度予算
市独自の新型コロナ対策
わずか3億6千万円

学
校
給
食
の
次
は
市
立
保
育
園
の
統
廃
合
か
？

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
が
前柏市のアンケート調査から

養育費の受け取り状況

進
し
ま
す
。
養
育
費
の
督
促
や
立
替
え
の

民
間
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
初
年
度

契
約
手
数
料
助
成
、
公
正
証
書
の
作
成
費

助
成
が
新
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
多
く
が
生
活
費
を
確
保

す
る
た
め
、
節
約
や
預
貯
金
を
切
り
崩
し

て
い
ま
す
。
養
育
費
を
受
け
取
れ
て
い
な

い
家
庭
が
７
割
に
の
ぼ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
）
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
継
続
的
支
援
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

市
が「
保
育
の
あ
り
方
検
討
」に
着
手

オスプレイ、核兵器禁止条約に関する請願を採択
●
オ
ス
プ
レ
イ

　

陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯
地
に
現
在
ま
で
に
５
機
の
オ
ス
プ

レ
イ
が
配
備
さ
れ
、
さ
ら
に
17
機
ま
で
増
え
る
計
画
で
す
。「
柏

市
上
空
を
飛
行
ル
ー
ト
と
す
る
場
合
は
、事
前
に
柏
市
、市
議
会
、

地
元
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
請
願
が
市
議
会
に
提

出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
（
自
民
系
会
派
と
無

所
属
議
員
が
反
対
）。

　

木
更
津
駐
屯
地
で
は
点
検
整
備
や
飛
行
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
船
橋
・
八
千
代
・
習
志
野
の
３
市
は
「
市
の
上
空
を
通

過
す
る
場
合
は
事
前
に
十
分
に
説
明
す
る
」
こ
と
を
求
め
て
防

衛
省
に
要
請
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
は
重
大
事

故
を
た
び
た
び
起
こ
し
、
民
間
飛
行
場
へ
の
緊
急
着
陸
も
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
下
総
基
地
が
訓
練
や
緊
急
時
に
使
わ
れ
る
こ

と
は
十
分
に
予
想
で
き
ま
す
。
事
前
説
明
は
当
然
で
す
。

●
核
兵
器
禁
止
条
約

　

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
が
地
方
議
会
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

柏
市
議
会
で
も
今
回
、「
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
を
求
め
る
」
請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

４
つ
の
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
条
約
へ
の
参
加
」
を
求
め
る

請
願
は
、
柏
清
風
（
自
民
系
）
と
公
明
党
な
ど
の
反
対
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
は
、
条
約
が
発
効
し
た
１
月
22
日
以
降
だ
け
で
も
40

を
超
す
地
方
議
会
で
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決

さ
れ
、
す
で
に
３
割
を
超
え
る
５
５
６
の
地
方
議
会
が
政
府
に

意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
失
業

者
・
生
活
困
窮
者
が
増
え
続
け

る
な
か
、
支
援
団
体
な
ど
の
運

動
と
日
本
共
産
党
の
国
会
質
問

が
国
を
動
か
し
、
生
活
保
護
制

度
の
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、「
生
活
保

護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。

た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
の
に
続
い
て
、
扶
養
調
査

（
親
族
へ
の
支
援
の
問
い
合
わ

せ
）
に
つ
い
て
も
、
全
国
の
福

祉
事
務
所
に
運
用
の
改
善
を
求

め
る
事
務
連
絡
を
出
し
ま
し
た
。

小
池
書
記
局
長
が
追
及

　

扶
養
調
査
に
つ
い
て
は
、
共

産
党
・
小
池
晃
書
記
局
長
が
１

月
の
参
院
予
算
委
員
会
で
「
困

窮
者
を
生
活
保
護
制
度
か
ら
遠

ざ
け
る
有
害
な
扶
養
照
会
は
や

め
よ
」
と
追
及
し
、
田
村
厚
労

相
に
「（
法
的
な
）
義
務
で
は

な
い
」
と
答
弁
さ
せ
て
い
ま
し

た
。柏

市
の
対
応
も
改
善

　

３
月
市
議
会
で
の
日
本
共
産

党
の
質
問
と
そ
の
後
の
問
い
合

わ
せ
で
、「
扶
養
調
査
は
、
本

人
の
承
諾
の
も
と
、
支
援
が
期

待
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
だ
け
行
う
」
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
柏
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
厚
労
省
と
同
様

に
「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民

の
権
利
で
す
。
た
め
ら
わ
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
掲
載
す
る

改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
島
屋
が
ら
み
で

計
画
を
見
直
し
中

　

柏
市
が
「
保
育
の
あ
り
方
検

討
」
に
着
手
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
構

想
に
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、「
こ
ん
ど
は
市
立
保

育
園
の
統
廃
合
・
民
営
化
か
」

と
保
育
関
係
者
の
あ
い
だ
で
警

戒
感
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
部
署
の
説
明
で
は
、▼

公
立
園
の
統
廃
合
や
大
規
模
再

整
備
、
民
間
活
力
の
活
用
▼
公

立
園
の
機
能
、
規
模
、
配
置
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
私
立
園
と

公
立
園
の
役
割
分
担
を
明
確
に

す
る
▼
私
立
園
で
は
特
色
あ
る

保
育
、
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え

ら
れ
る
保
育
を
行
い
、
公
立
園

で
は
障
害
児
や
支
援
が
必
要
な

養
育
者
の
、
よ
り
専
門
性
の
高

い
保
育
を
行
う
▼
現
在
の
公
立

園
22
園
を
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ

る
の
か
、
地
域
を
５
つ
に
区
分

け
し
て
大
型
園
５
園
に
集
約
す

る
か
│
│
な
ど
を
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
的
が
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。「
私
立
園
で
は
、
特
色
あ

る
保
育
、
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応

え
ら
れ
る
保
育
を
」
と
い
い
ま

す
が
、
そ
の
保
育
は
労
働
者
の

平
均
賃
金
よ
り
10
万
円
も
低
賃

金
の
保
育
士
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
優
先
す
べ
き
は

保
育
士
の
大
幅
賃
上
げ
で
す
。

　

よ
り
良
い
保
育
実
現
の
責
任

を
放
棄
す
る
民
営
化
、
統
廃
合

な
ど
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

柏
駅
西
口
の
再
開
発
計
画
に

つ
い
て
、
３
月
議
会
で
は
「
高

島
屋
が
仮
店
舗
の
面
積
や
完
成

後
の
所
有
面
積
に
納
得
し
て
い

な
い
」
と
し
て
、
準
備
組
合
で

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

高
島
屋
は
完
成
後
の
延
床
面
積

が
３
割
も
増
え
ま
す
。
建
物
の

除
却
費
、
休
業
費
、
移
転
費
、

仮
店
舗
費
な
ど
す
べ
て
補
助
金

の
対
象
で
す
。「
企
業
の
利
益

が
優
先
さ
れ
る
開
発
で
い
い
の

か
」
と
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
市
税
収
入

は
31
億
円
の
減
収
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
再
開
発
は
凍
結
し
コ

ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
あ
げ
る
べ

き
で
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
、
毎
回
柏
市
で
は

保
険
料
を
値
上
げ
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
３
年
か
ら
５
年
ま
で

の
第
８
期
の
保
険
料
は
、
基
準

額
は
据
え
置
き
、
所
得
１
５
０

万
未
満
ま
で
の
７
段
階
ま
で
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
所

得
１
５
０
万
以
上
の
８
段
階
か

ら
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。
介

護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
て
20

年
間
で
保
険
料
は
２
倍
以
上
に

な
り
ま
し
た
。
利
用
料
は
一
律

１
割
だ
っ
た
も
の
が
、
所
得
に

よ
っ
て
は
２
割
、
３
割
の
負
担

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
受
け
て
も

い
な
い
サ
ー
ビ
ス
料
を
上
乗
せ

す
る
特
例
加
算
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
年
度
か
ら
年
金
が
下
げ

ら
れ
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
引

き
上
げ
は
困
難
を
さ
ら
に
広
げ

ま
す
。

柏
駅
西
口
再
開
発

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
が
前
進

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
が
前
進

介
護
保
険
料
を
ま
た
値
上
げ

柏
市
議
会
の
質
問
時
間
削
減
に
抗
議
の
声
を

柏
市
議
会
の
質
問
時
間
削
減
に
抗
議
の
声
を

コ
ロ
ナ
禍
で
課
題
山
積
な
の
に
、一人
わ
ず
か
３０
分
に
制
限

取り決めて
受け取れている

取り決めたが
受け取れて
いない

取り決めて
いない

その他
13％ 29％

20％20％
38％

生
活
保
護
の
運
用
で
改
善

「
申
請
時
の
扶
養
調
査
は
、本
人
の
承
諾
の
も
と
、

親
族
の
支
援
が
期
待
で
き
る
場
合
に
だ
け
行
う
」


